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2025年度 海外長期フィールドワーク 履修案内

渡航費

海外旅行保険料

査証申請費
概算費用

約20万円

約6.5万円

約8万円

約62万円

約6万円

約4.5万円

約107万円

宿泊費※1

交通費

その他※2

その他CEFR A2以上相当の英語検定試験の結果に代えることも可能。

この基準を満たせない者はデービス校が提供するMPT（Michigan 

Placement Test）を受講して400点以上のスコアを獲得しなければ受入

不可とする。

カリフォルニア州北部サンフランシスコから車で１時間ほどの郊外にある街デービスで、

留学生たちと共に学べる10週間の英語学習プログラムです。自然豊かで学生の街である

デービスは気候も穏やかで、のんびりとした自然環境の中で学びを深めることができます。

週末には美術館、コンサートホール、スポーツスタジアムのあるサンフランシスコやオーク

ランドに足を延ばすことができます。また時間を作ってロサンゼルスやサンディエゴといった

同州の大都市を訪問することも可能です。

アメリカの中でもカリフォルニア州は特にアメリカの歴史、文化そして
様 な々社会問題が凝縮されています。開拓時代から中華系・日系
の移民が街づくりや商売に携わり、その後も東アジア、東南アジア、
中南米からの人たちがより良い人生を求めて移住し、アメリカの発展
に貢献してきました。現在ではその子孫たちが自分たちの伝統と
アメリカ文化をミックスしたものを自らのアイデンティティーとして
受け入れて生活しています。同じ州で、スペイン語や中国語しか聞こ
えてこないところがあれば、昔のカントリーウェスタンの映画のような
ところもあります。しかしそんなお互いの違いを時には摩擦を生み
ながらも尊重しあって共存しようとしている姿に共生社会の未来が
あるように思えます。

実施時期‖ 2026年4月～6月　 費用‖ 約 107万円　 上限人数‖ 8名　 

応募条件‖ 出願時に一定の語学力があることを証する必要あり（プログラム概要を参照）

学生・教員の声

「Destination Davis Program」の一部である Academic Engagement 

Track（AET）は、課題解決や実体験を通して英語を学び、学術的な知見を

深める5週間×2=10週間のコンテンツ・べースのプログラムです。必修

のAcademicクラスや、映画・ドラマ・アメリカ社会・ビジネスなどの多岐

にわたるテーマから選択できるElectiveクラス、様 な々分野の専門家か

ら話を聴く週替わりレクチャー、その他 「書く」「話す」力を伸ばすための

実践的メニューが用意されています。このプログラムへの参加にあたり

推奨されるTOEICスコアは500点以上です。

※ 求められる英語能力レベルについて： 出願時に次のレベル以上の英語

力があることを証する必要があります。

移民文化を受け入れ、多様性溢れるアメリカ西海岸の空気

感を体験しながら環境、社会、芸術など興味あるテーマに

沿ったフィールド・ワークに取り組めます。チャイナタウン

やインド・日本・ベトナム人街など、大小様 な々移民地区に

行ったり、美術館、博物館に行って展示を見たり、またスタ

ジアム、劇場などの娯楽施設などに足運んだりしてリサーチ

をすることができます。

【フィールド調査テーマ例】

▪多文化共生： アジアやラテンアメリカの移民を多く受け入れ、国際色あふれる街サン

フランシスコやオークランドの移民社会のあり方

▪多様性の尊重と人権運動： 全米最大の LGBT コミュニティーの形成や毎年６月に開催

されるプライドパレードの歴史と社会的な理解の高まり

▪食と文化： サンフランシスコ生まれの『Blue Bottle Coffee』、「キムチタコス」などが

大人気となりSNSで場所を知らせるフードトラック、フードロスや環境危機に対する

意識から生まれたヴィーガン、フリーガン、スローフードなど社会と文化から影響を受ける

人々の嗜好

▪スポーツと文化： MLB、NFL、NBA、WNBA、MLSといったアメリカの野球、バスケ、

サッカー、ホッケー、アメリカンフットボールなどのプロスポーツがいかに一大産業へと

発展し、また市民たちの娯楽だけでなく地域や人種的なアイデンティティーとどのように

結びついているのか。
［時間割（予定）］ 

カリフォルニア大学デービス校（University of California, Davis／UCデービス）は、自然豊かで広大なキャンパスに約3万人以上の学生が学んでいる

大規模州立総合大学です。UCバークレー、UCLAに次ぐ全米トップの州立大学の１つで、特に世界でも屈指の生物及び農業関連の研究設備を誇る名門校で、

教員・卒業生・研究者等がノーベル賞・ピューリッツァー賞等を受賞するなど高い評価を受けています。

現地受入機関‖ カリフォルニア大学デービス校  UC Davis  

所在地‖ One Shields Ave., Davis, CA 95616, U.S.A.

URL‖ https://cie.ucdavis.edu/academic-preparation-and-pathway-programs/destination-

davis/academic-engagement

宿泊情報‖ ホームステイ

ビザ‖ 学生ビザ（F-1）

予防接種‖ 不要

［FW費用概算］2024年度実績

※ 1 :  ホームステイ／約12週間・3食付き
※2 :  空港出迎え、学生サービス料など14:00~14:50

TOEFL - ITP（PBT） 430以上

39以上

500以上

4以上

TOEFL - iBT

TOEIC L&R

IELTS

｜期間｜ 2026年4月3日～6月12日／10週間（語学研修）

｜現地受入機関｜ カリフォルニア大学デービス校

語学研修

プログラム概要

フィールドワーク

アメリカ
United States of America｜アメリカ合衆国

月 火 水 木 金

Weekly Lecture
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(various academic subjects)

Follow-up
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Academic
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11:00~12:50
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Research
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Academic
Research

Series
(core)

Academic
Literacy 
Series
(core)

Elective
Series I

Elective
Series I

Elective
Series II

Elective
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Conversation
Club

ILC Writing
Center

ILC Writing
Center

Conversation
Club




